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1. 螢光顕微鏡下で組織中のビタ ミンＡを含む小滴は

ＵＶ 励起直後は鮮明な黄緑色の螢光を発するが，梗色が

速い ため写真撮影は困難であり，関知す る 限 り で は 荒

木， 陳によるG. D. Ｈ･ 法による写真以 外には接しられ

ない。 他面， 試薬 を用い ずにカ ラー写真撮影が可能とな

れば， 研究上また教育上，有意義と思われる。 この観点

から，組織中のビ タ ミンＡのカラー写真撮影を可能と す

るこ とを研 究の当初の目的 とした。 今回，所期の目的 を

果し得 たので， 数種の試料で， ビタミ ンＡ の螢光性をカ

ラースライドで追求 して みた。

2. 組織切片 の作製には未固定 の試料 を凍 結 ミクロト

ームで切り， 螢光 顕微鏡はニコン製を使用した。

3. ＴＲＩ-Ｘ（白黒）を増 感現象 するこ とにより， 肝臓

中のビ タミンＡ の螢光を撮 るこ と が で き， 次にAnsco-

chrome  （カラースライド）でも同法によりカラ ー写真を

撮れるこ とになった。但 し写真 には 盲螢光 もふくまれて

いるが，ビ タミンＡ の螢光 に比 し僅少 であ り，SI 色しな

いから別 のフ ィルムで区別 できる。 各種肝臓，ウナギの

皮下 脂肪お よび 筋肉 層，肝 油， バター， 卵黄などのビタ

ミンＡ に関係ある螢光の 色調，形状， 分布状 態，uv 照

射時間 の経過 による変化， 加熱 処理による影響， 等に関

する螢光顕 微鏡写真 によって若 干の報告 を お こ な い た

い。


